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 少々不安定なお天気が続いていますが、合間の青空や、葉が茂って、冬と同じ木とは思えない

ほど緑豊かな木々からは、夏の栄養をたっぷり分けてもらっているような気持ちになりますね。 

 さて、今回も頭の中に地図を広げて、読みごたえのある続編、続報を、そして、詠まれた句や

写真から、季節の変化をお楽しみください。  

 

会員の皆さんから ～今に続くもの 変化と継続～  

 

 

 2023年 3月の会報誌に「私の古里、うだつの脇町」と題した寄稿文で防火壁“うだつ”のほ

か、風物詩として春の節句の「遊山箱：小型 3段重ねの手提げ塗重箱」についてご紹介しました

が、今回は夏の風物詩「阿波踊り」について、その歴史や私が子供の頃の素朴な阿波踊りも含め

てご紹介します。 

 戦国時代から安土桃山時代にかけて尾張(現在の愛知県)の武将で 

あった蜂須賀正勝（はちすかまさかつ）は、息子の蜂須賀家正(はち 

すかいえまさ)と共に豊臣秀吉に仕え、四国征伐等数多くの戦いに参 

加。その抜群の功績により秀吉から阿波国を与えられたのですが、 

その阿波国を息子の家正に譲りました。その結果、家正は阿波国 

18万石の大名となり、1586年に築いた徳島城の築城祝いにと、民衆のストレスを発散させる意図

もあり、「好きなだけ踊れ」とお触れを出したところ、喜んだ民衆が音の鳴る物を何でも持ち寄

り踊り始めたのが阿波踊りの始まりであるとする説が有力です。そして、それまで城下で踊られ

ていた二拍子の軽快かつ陽気な盆踊りが今日へと継承されていくのですが、文化・文政期(1803

年～1830年)の頃になると、阿波藩で藍玉の全国市場への進出が著しく経済活動も活況を呈する

ようになると、踊りに加わる町人も増え、辻や空き地では踊れなくなり、往環道に繰り出して踊

り進む“練り歩き型”の踊り方に変化していったのだそうです。 

 阿波踊りは、毎 8月のお盆の頃(2024年は 8月 11日～15日)に徳島県内の町々で職場、学校、

クラブ、町内会等が“連”を組み、踊りながら町中を練り歩きます。ただし、阿波踊りが有名に

なった今では、地元だけでなく、県外からも阿波踊りを踊る団体が “連” を組んで徳島へやって

来ます。県外人も引き寄せるその魅力は、何と云っても軽やかなリズムと踊り自体がごく簡単な

こと。基本的にリズムに合わせて好きなように手を振り踊ればよく、難しいステップや振付が不

要なのですから、体がリズムに乗れば誰でも踊ることができるのです。従って、阿波踊りが“400

年を超える歴史を持つ徳島の伝統芸能”と言われても、果たして阿波踊りは芸能か？と首をかし

げる私です。 

 

 ♪♪阿波の～殿様～蜂須賀～公が～阿波に～残せし～阿波踊り♪ 

 ♪♪踊り踊らば～品よく～踊れ～品の～良い子を～嫁にとる♪ 

 

私の古里「うだつの脇町」その２ 阿波踊り  大日あけみさん 
 

 

 

 



 この唄い文句で始まる“よしこの節”と呼ばれるお囃子(おはやし)の歌い手が、各連毎に三味

線、横笛、鉦、太鼓等の鳴り物の奏でる伴奏に加わり、踊り手達の後に付いて歩きます。また、

踊り手達も  

 ♪やっとさ－！ あ、やっとやっと！ 

 ♪えらいやっちゃ、えらいやっちゃ、よい よい よい よい♪ 

 ♪笹山通れば笹ばかり、大谷通れば石ばかり、いのしし豆食って ほ～いほいほい♪ 

 ♪踊る阿呆に見る阿呆、 同じ阿保なら踊らにゃそんそん♪ 

 ♪向うの御方にお負けなよ、わたしゃ負けるの大嫌い♪ 

 

などと合間、合間に活気付けや気合を入れる囃子言葉や掛け声を入れて、威勢よく踊りを盛り上

げます。 

 これらの掛け声は単にお互いを励ます言葉だと思っていたのですが、色々な説があり、中に

は、江戸時代の阿波踊りは反体制の祭りでもあったので権力を挑発する意味合いがあったという

説もあります。 

 私が子供の頃は思い思いの浴衣や普段着で団扇を持って踊ったもので、男性も昔は浴衣や普段

着で女踊りをする人もいれば、少し腰を落としてひょっとこ踊りの様なひょうきんな踊り方をす

る人もいました。 

 私の父は気難しい厳格な人でしたが、阿波踊りのお囃子(おはやし) “よしこの節” が聞こえ

てくると、仕事場から出てきて、ランニングとズボン姿のままで踊りに加わったものです。 

 そして、脇町程度の大きさの町（私が子供の頃の住民は 3万人）であれば、町の大通り 3か所

位に材木を組んだ“やぐら”が作られ、その上に町のおえらいさんである町長さんや町会議員さ

んなどが座って、やぐらの下で踊る各連の踊りを素人ながら評価し、踊りが終われば、ラムネ、

ジュースや酒瓶、それに金一封などを褒美として手渡していました。 

            今では、阿波踊りに連の一員として参加するには、男性は揃いの浴衣 

           地で作った法被、女性は揃いの浴衣、反襦袢、すそよけに浜下駄、編み   

           笠等を準備し、踊り方もマスゲームよろしく、手の振り方や歩幅を揃え 

           て踊る練習をするそうですが、むしろ男踊りが格好良いと、胸に白布を 

           巻き、丈の短い揃いの半被を着て、白い短パンのようなものをはき、草 

           鞋(わらじ)や足袋（たび）をはいて、頭には粋にねじり鉢巻をして踊り､  

           興に入っている若い女性も沢山いるようです。(写真１＆2参照) 

 ただ、次第に阿波踊りが観光化され、踊る人達も、同じ踊るなら徳島市内 

で大勢の見物人のいる所や桟敷(さじき)の前で踊る方が踊り甲斐があると徳 

島市へ踊りに出かけるようになるにつれ、過疎化した町で踊る人達も次第に 

少なくなり、田舎町での阿波踊りが消滅状態にあるのは仕方ないことなのか 

                          も知れません。 

             近所のおじさん、おばさん、遊び友達が一緒に踊った 

             子供の頃の阿波踊りの記憶が残っている私には、何か淋しい思い  

             がします。 (写真 3＆4参照) 

 

 

2 浜下駄 

1 女性の阿波踊り 

 ユニフォーム 

3 男装姿で踊る女性達 

 

 



  

 阿波踊りを現地でご覧になる予定の方はおられますか？ 

 お盆の頃には徳島の観光客も一挙に 100万人を増え、宿泊施設も 

不足気味になるとのこと。阿波踊り見物にお出かけになる機会があり 

ましたら、早めに宿泊施設の予約と桟敷の席の予約をお忘れなく‼  

          そして、できれば、普段着のままで良いので、 

         町のどこかで踊っている人たちを見つけたら、 

         その踊りの輪に加わり、見よう見まねで踊ってみて下さい。 

         踊り疲れてぐっすり眠れ、不眠症が治る事請け合いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラブジャパンの皆さん。大変ご無沙汰しています。過去に団体の理事をさせてもらっていた

渡辺林太郎です。以前、KJ季節便りに寄稿させてもらってから、住んでいる国が変わったので、

そのご報告も含めて皆さんにお知らせさせてください。 

 妻の仕事の関係で以前住んでいたコロンビアを離れて、2023年の 

夏からハンガリーに移り住みました。3年ぶりのヨーロッパは、四季 

の豊かさを再確認する良い機会でした。極端に寒がりの僕からしたら 

長い冬はできるだけ避けたいところですが、冬から春に、そして夏に 

移り変わっていく季節の変化の様子は、年間の気温に大きな変化が 

なく乾季と雨季しか無い地域に住んでいた後では、とても豊かで 

贅沢な環境なんだなぁ、と感じています。 

              さて、皆さんはハンガリーと聞いて、どういったイメージを思い 

             浮かべるでしょうか？ドナウの真珠と呼ばれる美しき街ブダペスト､ 

             リストを輩出したクラシック音楽、トカイ貴腐ワインやフォアグラ 

             料理、パプリカ味の煮込みスープ「グヤーシュ」などの美食でしょ 

             うか。もしくは、長期政権を維持しているオルバン首相を思い浮か  

             べる人もいるかもしれません。         

                     当の自分は、上記のことはハンガリーに来るまで 

                    一切頭になく、というかハンガリーに関してほぼ考 

                    えたことがありませんでした。格闘技好きの僕は、 

                    移住を知った時にかろうじて「レスリングの強い 

                    国」くらいしか思い浮かびませんでした。要する 

                    に、全くもってイメージのない国だったわけです。 

 ハンガリー通信                渡辺林太郎さん        

  

 

 

ハンガリーの国会議事堂 

ドナウ川 

水質は非常に悪そうです 

 

ブダペストの郊外には、

古風で素敵な街がたくさ

んあります。 

4 徳島市内の演舞場 桟敷 

 
5 29年前に写した脇町での阿波おどりグループの一部 

皆さんの故郷のお話も、ぜひお聞かせください。お待ちしています｡ 



 実際に生活してみると、特に不自由もないし、ハンガリー国民の皆さん 

は、物静かでお行儀が良く、ハンガリー語の喋れない僕に対しても親切に 

接してくれる人が多い印象です。ただ、元々ソビエト連邦の影響下にあった 

時代が長く、いまだに共産圏だった佇まいを色濃く残している国なだけに、 

同じヨーロッパでも北欧とはまた違った雰囲気があります。 
 

 さて、デンマークでの教訓をもとに、こちらではしっかりと現地の言語を習得しようと、ただ

今奮闘中です。ハンガリー語（マジャル語）は、日本語と同じく謎多き言語として知られていま

す。ハンガリーは、周りを 7つの国（どの国かわかりますか？ ）に囲まれているのですが、ど

の国の言語とも似通っていないのです。強いて言うなれば、だいぶ離れたフィンランドやエスト

ニアと同系統の言語といわれていますが、意思の疎通は全くできないほど大きな隔たりがありま

す。起源はアジアとも言われていますし、ハンガリー宇宙人説があるくらい、謎が多い言語なの

です。そんなハンガリー語ですが、発音は特に問題はないのですが、文法がものすごく複雑で、

ハンガリー人さえしっかりと把握しきれていない、と云うくらいです。そんな難解な言語とわか

ってか、ハンガリー人は僕のように頑張って習得しようとしている外国人に対してはみんな協力

的に接してくれます。日本人の我々が、日本語習得に難儀している外国人を温かい目で見守り優

しく接するような感じですかね。いつまでいられるかわからないハンガリーですが、出来る限り

習得を目指していこうと思っています。 

 そして、もう一つハンガリーの特徴として挙げられるのが「温泉」で 

しょうか。火山のないハンガリーになぜと不思議に思うのですが、カル 

パチア盆地に位置するハンガリーの地下には比較的浅いところに熱源が 

あり、地下水が熱せられて温泉を形成している、ということです。全国 

には 1300の源泉があると言われています。ブダペストにもたくさん温泉 

施設があり、温泉大好きっ子である僕は、ハンガリー移住前はこれだけ 

が本当に楽しみで仕方がありませんでした。が、しかし！・・・ 

ハンガリーの温泉は僕からしたら温泉ではありませんでした。まずは、 

男女共有で基本的に水着の着用が義務です。スッポンポンで開放的な 

日本の温泉とは訳が違います。そして、お湯の温度が非常に低いのです。もっとも熱くても 40°い

くかいかないかくらいで、冬に温泉でも行こうものなら一生湯船から出ることができません。作

りもプールのように機能的で簡素で、日本の温泉のように自然を尊重するような風流もへったく

れもありません。そんなこんなで、最初の数週間いくつかの温泉施設を試してからは一切足を運

ぶことがなくなりました。 

 食事も色々なハンガリー料理を試してはみたのですが、僕の個人的な感想ではありますが、美

食と云う感じでもありません。パプリカをふんだんに使った料理が多く、最初は新鮮な味で楽し

めたのですが、あまりに繰り返される味なので、慣れもあってか、だんだん口にすることがなく

なりました。やはり、海や山の幸に恵まれた日本料理は別格なのだなぁ、と再確認しました。 

 さて、空手を生業にしている自分なのですが、ハンガリーに来てもやること（やれること？）

はそうそう変わりません。こちらに来てから知ったのですが、ハンガリーは日本武道が海外に伝

わり始めた時代にヨーロッパの中ではいち早く定着した国のようで、武道がそこそこ浸透してい

る印象です。その分、競技人口も多く、レベルも高く、こちらに来ていくつかの大会に出たので

 

温泉というか、プールですね。 

 

名物料理「グヤーシュ」 

 



すが、思うような結果は残せていません。でも、40歳を超えて挑戦を続ける小さなアジア人を 

みんな快く受け入れてくれます。 

  指導の方は今年の 9月から大学で教える予定です。アジア文化に特化した学部 

のある大学で、宗教色の強いプロテスタント系の大学でありながら、すでにいく 

つか武道のクラスがあり、また日本人の空手の先生ということで一度大学で演武 

を披露する機会をもらい、了承を得て空手の指導を始めることができるようにな 

りました。いつもの如く、型や試割りを披露したのですが、思い起こせば初期の 

交流の集いで初めてやって、皆さんに喜んでいただけた時に「これは、いいな…」 

と味をしめたのが始まりでした。なんでもチャレンジですね！ 

                   いやはや、「振り返れば奴がいる」（知っ 

             てる人いますか？90年代の日本のドラマです）ではなく、 

             「振り返れば KJがいる」といっても過言ではないほど、          

             KJという団体を通してデンマーク生活で培ったこ 

             とが、その後の人生に活きてるなぁ、と感じます。 

              そんなデンマークは、今頃一年で一番過ごしや 

             すい季節かと想像します。 

              KJの皆さんも健康に気をつけて、素敵な夏を 

             お過ごしください。 

                           渡辺林太郎 
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4月末 満開の桜 ～知恵子ピーターセンさんのお庭から～ 

初夏のデンマーク 

 

 

 

 

  

  

トロフィーは大きい 

ですが、2位です… 

相変わらず割っ 

ています｡ 

おまけ:  コロンビアでも

割っていました！！ 

今では石も割っ

ています！ 

   

   

 

 

 雪解け水でできる白川湖の水没林 山形 飯豊連峰の残雪 静岡 熱海 ジャカランダ

の花々 



 Klub Japanの催し 

 
                    

第 19回交流の集いのお知らせ 

  日時 ９月１日（日） 13時半～16時半 

  場所 Valby Kulturhus 3階 4号室  

    住所  Valgårdsvej 4, 2500 Valby 

   ※日本の歌を歌う他、「故郷」「この道」の女声三部合唱を聴く機会もあります。     

    その他の企画は、現在、理事会の皆さんが相談中です。どうぞお楽しみに。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節便り 7 水無月版 2024年 6月 17日発行 

写真・文章協力 綾子クロイツァー、大日あけみ 

       知恵子ピーターセン、渡辺林太郎 

                 （敬称略） 

        日本在住の方々 

編集責任     鈴木理子 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、いつでも

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

 7月 7日は七夕。見上げた空に、星が輝いて 

いるといいですね。 

 今回も、皆さんのご協力で多彩な内容を盛り 

込むことができました。どうもありがとうござい

ます。読まれての感想等、ぜひお聞かせください｡ 

 次回は 10月頃にお届けできたらと思いますが、 

その前に、交流の集いでお会いしましょう。 

それまでどうぞお元気でお過ごしください。 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内

を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の詳

細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 
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クイズの答え（右から） けしごむ、わに、いびき 

※ 7月は夏休みで

行事はありません。

野外で集う会は 8月

に再開します。  
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